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対象患者の平均年齢は 75.7歳、男性 48.8%、女性 51.2%であった。STOPP criteria version2で定義
される PIMsの発生率は 32.3％、ポリファーマシーは 39.5%でみられた。ベンゾジアゼピン系薬剤、Z系
睡眠薬、プロトンポンプ阻害薬、スルフォニルウレア薬、非ステロイド性抗炎症薬、同じクラスの薬剤
の重複が PIMsの上位処方であった。PIMsをアウトカムとしたロジスティック回帰分析ではポリファー




























平成 30年 1月 17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
